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佐々木勇雄先生のこと

氷見市小学校長会会長 安 居 正 美

論語・為政に、｢・・・四十にして惑わず、

五十にして天命を知り、六十にして耳順う(何

事を聞いても素直に理解できる)。七十にして

心の欲するところに従って矩(のり＝きまり)

をこえず。｣とある。私はかくのごとく年を重

ねることで経験も豊かになり迷いもなく人格

完成ができるものと思っていた。しかし、現実

はその逆であるように思えてならない。こらえ

性がなく頑固でせっかち、迷い多く悟りに程遠

い。毎日が右往左往である。心身ともに柱がぐ

らぐらの状態に近い。そんな時いつも思い出す

のは佐々木先生のことである。

先生は 87 歳。年に数回しかお会いすること

はないのだがいつも変わらぬ笑顔で出迎えて

いただく。髪は白いものも混じっているがふさ

ふさとしていて畑作業などで日焼けした精悍

な顔つきで皮膚のたるみもなく年齢を忘れて

しまいそうな若々しさである。上庄小学校を最

期に、リタイアされて 27 年、その間「シーコ、

シーコ」と呼び続け大切にされた奥様を亡くさ

れて 12 年、寂しさにも寄る年波の衰えにも負

けず、今日までお変わりもなく緑したたる田園

の中で悠々自適の生活をお一人で元気に過ご

しておられる。畑作りや友人との釣り、書道や

仏教への飽くなき知的欲求、そして隣人や地区

への奉仕など充実した日々の暮らしを淡々と

送られる先生を迷子中の私は教育者としてま

た人として深く尊敬している。

私と先生との出会いは県境に近い山あいの

小学校だった。先生は新任の校長として、小な

りといえど存在感のある子供を大切にする学

校づくりに精を出しておられた。その切り盛り

の傍ら、右も左も分からぬ講師を一から十まで

教え導きそして教職に就くよう育てていただ

いた。毎日子供とソフトボールや鬼ごっこをし

て遊んでばかりいる講師にやきもきしておら

れたに違いない。今管理職として当時を思い返

せばその苦労は並大抵なことではなかったか

と推察される。その辛抱強い先生が大切にされ

ていたことは、子供を大事にすること、教師の

資質向上のために努力を惜しまないこと、人と

して誠実であることだった。以来 40 年近くの

間、この先生の教えを灯台にして今まで歩んで

こられたように思う。

先生の立ち居振る舞いや生活の様子を拝見

していると、さぞかし自らに規律を課し厳格な

生活習慣を堅持しておられるのではないかと

思われる。しかし、ご本人はいたってのんきで

起床も睡眠も気分任せ、書道の練習や調べもの

があれば時間を気にしない。友人からの夜釣り

の誘いに胸をわくわくさせながら待っている

という。自ら好き勝手と話される生き方でこれ

ほどまでに元気でしかも志操堅固でいられる

ものだろうか。どうしたら「人は如何に生きる

べきか」を一緒に考える柔軟さと強靭さを併せ

持った精神をもつことができるのだろうか。悩

み多い凡人の私は、これからも先生の飾らない

生き方を灯台にしながら歩んでいきたい。感謝

とともに先生の今後のご多幸をお祈りするも

のである。



充実した夏の教育セミナー

第１回 小・中連携の英語教育
７月３１日

十三中学校 垣内 正恵
アンガーマネージメントの研修は初めてだった。さまざまな感情

が入り乱れ、混沌とした状態（アンガー）だと、興奮しやすく、思
いがけない反射的な行動をとりがちだということだ。 右脳でキレ
るタイプ、左脳でキレるタイプの例をＶＴＲを見ながら、行動規範
と行動緩和、その場での対応の仕方を学ぶことができた。しかし、
いざ自分がその場で、と思うとやはり不安になる。今度は、もう少
し時間をかけて聞いてみたい興味深い研修だった。

北部中学校 松本 美和
実際に道徳の指導案を作成したり、島先生のお話を拝聴したりす

る中で、道徳の時間はどうあるべきかを考えることができた。また
中心発問の作り方、広げる発問や深める発問の在り方、命を大切に
する心をはぐくむためにすべきことなど、多くのことを学ぶことも
できた。中でも心に残っているのは、「考える授業」ではなく、「考
え合う授業」を行うということである。これからは、考え合うこと
と体験とのかかわりを大切にして学級の年間指導計画を立て、生徒
と共に自分自身も成長できる道徳の時間をつくっていきたいと思っ
た。日ごろの自分の取り組みを見直すことができ、有意義な時間を
過ごすことができた。

西條中学校 柳澤 拓哉
小学校における英語活動で大切なことは、英語に対する興味

・関心をもたせること、コミュニケーション活動を多く実施し、
英語に慣れ親しむことであると感じた。このような学習が行わ
れていると、中学校からの英語の学習に意欲的に取り組めると
思う。今日見せていただいたいろいろな遊びやゲームの活動を、
自分の授業の Ｗａｒｍ ｕｐ ｇａｍｅの参考にしていきたいと
思っている。

上庄小学校 中野 聖子
小・中学校の英語教育で連携させていきたいところや大事に

していきたいことなどをワークショップなどを通して、具体的
に分かりやすく話していただき、楽しく研修することができた。
学年が進むにつれて学習内容を発展させていくことの他に、言
語とその国の文化や生活等とのつながりを理解することの大切
さを研修から感じた。また、言葉とイメージや動作を結びつけ
ながら、コミュニケーションにつなげていく英語活動を、どの
段階でどのように展開していくかが小・中連携の一つの課題で
あると思った。

女良小学校 定塚 敦子
「生きる力」につながるＰＩＳＡ型読解力が低下しているという実

態に基づいて、授業改革を提案しておられる有元秀文先生の講演を
興味深く拝聴した。

ＰＩＳＡ調査の具体的な読解問題例を挙げ、日本の国語教育にい
ま求められているのは、批判的思考力を養うことであると力説された。
「根拠を基に自分の意見を表現する」授業へ転換するための具体的

な対策についても教示してくださった。ＰＩＳＡ型読解力を意識し
た発問の工夫や、本音で議論させる話し合いの手立てがこれからの
授業には必要であることを学ぶことができた。そのためにも、自由
に自分の意見を言い合える学級づくりが大事であると改めて感じた。

また、有元先生は、読書へのアニマシオンもＰＩＳＡ型読解力を
養うことにつながると言われた。今後、読書へのアニマシオンに関
する有元先生の著書を読み、取り組んでみたいと思った。

第２回 「キレやすい児童・

生徒の理解と対応 ～脳科学

からのアプローチ～」８月２日

第３回 「読解力と
学力を向上させる学校
の評価基準とは何か」

８月２８日

第４回「心に響く道徳教育

を目指して」 ８月２９日

愛知教育大学教授
高橋美由紀 先生

早稲田大学教授
本田 恵子 先生

国立教育政策研究所総括研究官
有元 秀文 先生

畿央大学准教授
島 恒生 先生



英語って楽しい！ 湖南小学校 城下晴美
今回の英語活動研修会は、英語の苦手な人も大歓迎とい

うことで、安心して参加しました。まず、簡単な英語の歌
を歌うことでリラックスしました。次にゲームをしたので
すが、英語が苦手な私も、中学校の英語の先生に助けてい
ただきながら、楽しく活動することができました。英語で
コミュニケーションをとることは、新鮮で楽しいこと、単
語や文法が少しぐらい分からなくても・・・です。

月に２回だけの英語活動ですが、子供たちが楽しみにし
ているこの時間、どの子供たちにとっても有意義な時となるように工夫していきたい
と思います。

第１回 ◆講演「小・中連携の英語活動」
講師 愛知教育大学 教授 高橋 美由紀 先生

第２回 ◆ワークショップによる授業研究（１８年度に作成した活動事例集に基づく）
講師 西川よし子教諭（女良小学校） 濱田美由紀教諭（海峰小学校）

◆講演 「小学校英語活動を考える」
講師 西部教育事務所 指導主事 稲積 玲子 先生

第３回 ◆自己紹介などのコミュニケーション活動の実践
◆教材、授業内容の紹介

研究主題 「生きる力を育てる学習指導」－小・中学校の連携を通して
◆分科会 １１月２０日（火） １３：４５～１６：４５

研究委託校の公開授業、研究協議（授業、中学校校区の小・中連携への取り組み）
◆全体会 ２月 ８日 （金） １４：００～１７：００

研究論文表彰、研究発表、 講演

分科会の会場校、授業者、題材等
会場校 授業者 学年 題材等 アドバイザー

山口真沙恵 ３年 主題名 相手の立場に立って 窪 小 学 校

宮 田 道徳 資料名 ししゅうのあるセーター 中川 一郎

小学校 中舘 篤子 ５年 主題名 相手の気持ちを考えて 西條中学校
道徳 資料名 ドンマイ！（自作資料） 広瀬ふみ子

井田さなゑ ２年 主題名 生きる力 明和小学校
速 川 道徳 資料名 １まいのしゃしん 屋鋪 陽子
小学校 上田 好子 ４年 主題名 大切な家族 久目小学校 加治 明子

道徳 資料名 おばあさんのおむかえ 西部中学校 宮崎 智子
指崎 美香 １年 つないで どんどん 北部中学校 布施 昌子

海 峰 図工 つないで わくわく 比美乃江小学校 村田 陽子
小学校 表 克昌 ６年 We al l l ive toge ther . 北部中学校 小橋 博美

アン・ジャンセン 総合 上庄小学校 大鋸 広子
高瀬 圭子 １年 主題名 こころをつないで 灘浦中学校

宇 波 道徳 資料名 かめさん ありがとう 焼田ちあき
小学校 寺崎 紀子 ４年 わたしたちのあいさつ作戦を 女良小学校

特別活動 見直そう 西川よし子
今藤 徹也 １年 P rog r am 7 朝日丘小学校

南 部 ジョン・マッキー 英語 A Day at the Rodeo 坂田 和彦
中学校 干場耕太郎 ３年

県中学ロボコンに向けて
十二町小学校

選択技術 栗山 協子
幸塚 憲子 １年 P rog r am 7 仏生寺小学校

十 三 イアン・ハーリー 英語 A Day at the Rodeo 加藤 利彦
中学校 堀田 勝 １年

比例
湖南小学校

河上 昌俊 数学 城下 晴美

指導力・実践力を高めた小・中学校連携英語活動研修会



今年もよろしく

９月１５日（土）と９月１６日（日）の２日間、氷

見市児童生徒科学作品展覧会が氷見市教育文化センタ

ーで開催された。５００人あまりの市民の皆さんに、

子どもたちが研究した作品を熱心に見ていただいた。

小学校の作品では、身近な生き物や生活、遊びの中

から疑問や問題を見つけ、対象に心を寄せながら、楽

しく根気強く取り組んだ実験・観察の様子がまとめら

れていた。自分の住んでいる地域への思いや愛情が感

じられる作品も多くあった。

中学校の作品では、身近な現象に目を向け、課題を見いだし、予想・仮説を設定し、自

分の考えをもって追究した作品が多かった。実験方法や装置、データーの収集や処理に創

意工夫が見られた。

I'm from Kansas in the
U.S.A. I came to Himi
last year. I really like
Himi. The festivals are
great! I enjoy talking
wi th Himi s tudents

John Mackey every day. English is
difficult, but the students try very hard!
This year I want to learn more Japanese
and meet mo r e Japanese people .
I'm looking forward to another year in
Himi.

科 学 作 品 展 覧 会

ＡＬＴのみなさんから

はじめまして
Hajimemashite! My name
is Ann Jensen, and I am
from Seattle, in America.
This is my first time in
Japan, and I love living in
Himi. I enjoy eating kito
kito fish, taking sado and
Japanese lessons, and of

Ann Jensen course being a teacher!
I want to experience everything Japan has to
offer, especially the music and art. I hope
to travel all over the country during my
stay. Please say hello if you see me!

はじめまして

I am from the U.S.A. I live
in Albany, New York. This
is my first time in Japan
and I love it!! I am very
excited to teach English to
the students. I hope to

Kelly Nelson explore Himi and learn to
speak Japanese. I am looking forward to
cooler fall weather!

今年もよろしく

Hello, my name is Ian.
This is my 3rd Year in Himi
I am really enjoying my
life in Japan.
I have travelled to many
places in Japan.

Ian Hurley My favorite is Kyoto,because
the temples are beautiful. I like Himi because
the people are very friendly and the food is so
fresh. It was very hot this summer. But I like
cool weather, so I am enjoying Autumn! Let's
chat together sometime.
よろしくお願いします。




